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Sliding Scale 法から反穀物法協会設立への過程





















































匹 1821 ].822 1823 1824 1825 1826 1827 1828 1829
1
s. d.54　0s. d.48　8s. d.40　4s.  d.59　8s. d.66　5s. d.60　3s. d.53　6s. d.50　0s. d.72　3
2 53　4 48　6 40　8 65 10 66　0 59　3 53　6 50　6 70　3
3 53 10 46　0 47　10 65　6 67　6 55　7 55　8 51　9 65　2
4 53　2 44　7 50　8 64 10 67　3 59　8 56　2 54　8 68　0
5 51　10 46　4 59　4 63　1 68　9 58　9 57　0 55　3 67　5
6 51　8 43 10 61　4 62　9 68　6 57　0 58  11 54　9 68　5
7 51　0 43　1 59　6 60　2 68　0 56　7 59　6 54　0 64　7
8 55　0 41　10 58　10 57 10 67　9 56　9 57 11 59　2 64　4
9 62　3 39　8 53 10 55　4 66　7 55　6 55　0 58　1 62　1
10 60　1 39　0 47　4 59　2 64　6 54　5 51　1 69　7 56　0
n 54 10 38　10 50　3 64　8 65　2 55　3 50  11 73　0 54　8
12 49　0 38 11 52　0 64　3 63　0 55　8 50　2 71　8 55　4
Boyd Hilton, Corn, Cash, Coinmerce. The Economic Policies of the Tory Governments1815
一1830,   1977,  pp.　7－8.
彼 らは利益 を得 る こ とが で き ，彼 らは 関税 の採 算が とれ れば常 に 保税 倉 庫に
穀物を 大量 に貯 蔵し ，常 に 市 場に 目を 向け てい る よ うな状 態 であ った。一 方 ，
急速な 穀物 価格 の下 落が そ れに 続 き農業 生産 者 は打 撃を うけ る とい う不満 が
鳴 らされた ので あ った。 また 商人 側か らは ，穀 物価 格が73 シ リンダ か ら69 シ
リンダへ と4 シ リン ダの低 落 に よ り， 輸入 税 は1 シ リ ンダか ら13 シV  V ダ8
ペ ンメに 上昇す るこ とに な り，穀物 輸 入が投 機 の対 象 とた ってし ま う危険 が
あ ると訴 え られた ‰ この他 に もSliding Scale の複 雑性， 外国 穀物 の堅 実
な供 給 維持 の困難性 とい うよ うな欠 点 が指 摘 され， 結果1828 年 の穀物 法が7
月15 日に 効力を 発揮 す るや 否 や，外 国 穀物 が低 関税 で入 り始 めた。7 月15 日
か ら1828 年 の終 りまでに ，760,479 ク ォ ーターの小麦 ， 小麦 粉 が 輸 入 さ れ
た4)。 1829年 か ら1832 年 の4 年 間 のそ れぞ れ の輸 入 合 計 は1829 年 が1,442,701
ク ォーター，1830 年1,727,847 ク 牙－ タ ー，1831 年1,506,740 ク ォータ ー，
Sliding Scale 法から反穀物法協会設立への過程　　491832
年376,755 ク ォータ ーだ った 。そし てこれ に他 の全 て の穀 物5)を 加 算す る
と，1828 年1,011,836 ク ォータ ー, 1829 年2,025,156 クォ ーター，1830 年2,763,217
クォ ータ ー，1831 年2,508,700 ク ォータ ー,そし て1832 年481,919 ク ォータ
ーだった。　これ らの数 字に はIreland か ら の輸入は含 まれて お らず， こ れ
を 含め ると1830 年 の2,215,521 ク ォータ ーか ら1832 年 の2,990,767 クォ ータ ー
に 屯達す るの であ った。 か くし て総 合 計穀 物 輸入量 は1830 年 と1831 年 の両
年 で5,000,000 ク ォータ ーを 超 過し た。 明 らか にSliding Scale は 国 内穀物
価格が80 シ リンダに 達した 時 は輸 入 禁止 とな るが，適当 な高 価格に おい て は
外国穀物を 締め 出す こ とはな か った 。　
当然 の ごと く議会外 にお い て 穀 物法 は重 大な 問題 とな った の であ ったが，
議会内にお い てはそ れほ ど活 発化 し なか っ た。 1828 年 のSliding Scale 法
の成立 と1832 年 の選 挙法 改正 （Reform Bill ） まで の間に わず か3 回し か議 会
にて正 式に 審議 さ れな か った よ うに ，非 常 にわず か しか 穀物 法は 喚起 されな
か った。　
まず 第1 回 目とし て1829 年5 月19 日， 世 論を抑 えきれ な くな ったDeaconHume
は1828 年 のSliding Scale 法 に替 え て固定関 税 と奨 励 金制度 を動 議
とし て議会に 提 案した。 彼 の論拠 は 鋭 敏かつ 時を 得た も のであ った が ，しか
し 議会 はさ ほ ど関 心を示 さ ず 彼 の提 案を154 対12 で否決 し てし まった。 次 に1830
年5 月29 日議 会に てKing 上 院議 院 は穀物 法 に関 す る一 連の決 議案を
提 出し ，趣 旨説 明演 説に て現 存 穀物 法 は ア タリカを農業 国か ら工業 国 に転換
さ せ， フ ランスを ワイ ン造 りか らj鉄工 業 にし ， イ ギリ スを 工業 国か ら ヒ ース
の茂った 荒 野に し てし ま うと訴え た。　こ れに 対 しMalmesbury 伯 とWei-lington
卿 は返 答し 国内市 場 の重 要 性を 力 説した 。し か しな が ら上 院 議会 全
体 とし ては これらを さほ ど問 題 にせ ず,   King 卿 の決 議 案は 否決 され てし ま
った。3 回 目に 問題 とな った のは1831 年9 月15 日でPreston 出身 のHenryHund
議員 が穀 物法を 検討 す るた め の委員 会 の設 置を 要 求し た。 彼 は特に労
働 者に対 す る給料 未払を 強 調し た 。 またJames も第2 の動 議を 提 出し， 穀
物法廃止を 要求 した 。結 果 は194 対6 で圧 倒 的に 破 れた。 廃 止を 願 う請願 書
が相次い だが， こ の時期 に は議 会 に 死蔵 され た。 こ の よ うに議 会外 におい て
は穀物法 は重大 な 間題 とた っ てい た の‥であ っ たが ，議会 内 で はか く のご とく







第19号,   1982年，44頁以降参照。2
）D. G. Barnes, A History  of  the  English   Corn  Laws   from    1660一1864.　1961,









の原因であり，その時穀物価格は，クォーター当 り70 シリン グに まで騰貴し，輸
入は259万 クォーターという記録的数字に達した。（J. D.  Chambers,  The  Work-　shop
 of the World.  British History, from  1820    to   1880.　宮崎犀一・米川仲
一訳『世界の工場・イギリスの経済史1820－1880 』岩波書店，昭和41年,   88－89　
頁 。）4
） このうち北 アメリカ植民地からの輸入はわずか20, 021ク＼オーダーに過ぎなかっ
た。（D. G.  Barnes,  op.　cit., p.  220べ）　　
外国穀物 の主な輸入はロシア，ポーランドからであった。　　　　　　◇5
）Wheat の他にbarely,  oat, oatmeal,  rye. Peas, beans の合計である。









第2 表　1830 年代 の小麦 の月 別平均 価格　　　　　　　　　
上　（単位：シリンダ・ペンス）
ノ 1830 1831 1832 1833 1834 1835 1836 1837 1838 1839
1
s. d.54　4s. d.67 10s. d.57　7s. d.51　1s. d.47　5s. d.39　6s. d.36　1s. d.57　3s. d.53　5s. d.79　0
2 55 11 71　10 57　7 51　0 47　2 39　5 39　3 54　8 55　3 73　7
3 59　2 69　8 57　3 51　0 46　0 38　7 43　2 54　8 56　4 72　1
4 63 11 68 11 58　7 51　9 46　0 37 10 46　5 53 10 58 10 70　1
5 63　8 66　1 60　0 51 1! 46　3 38　1 47　9 52 10 61　4 70　9
6 64　3 65　2 60  ・4 51　6 46　9 38　9 48 11 54　9 65　0 68　8
7 68  11 62 n 61　5 53　2 46  11 41　0 48　3 55　4 68　4 68 10
8 70　5 61 n 60　4 53　5 46　9 40　5 47　8 57　5 73　8 71　8
9 60　5 61　1 55　9 52　6 42　3 37　3 46　6 54  11 64　9 70　6
10 60 10 58　4 51　0 50　4 40　3 35　8 46　4 51　4 65　8 67　4
U 61 10 60　2 51　5 49　5 40  11 35　6 55　6 51　6 72　6 66　7
12 64 10 58　3 52　6 47 10 39　6 35　4 57　9 51　3 77　7 66 11
Thomas Tooke,  A History  of Prices, and    of  the State of   the Circulation,from














































が かか り，全 国的 統一 性を 欠 き， 乱用 さ れやす く，腐 敗しや す い 制度 で，国
家 支配 者であ る土 地所 有者は 改 革に は強 く反対 してい た。 1832年 まで全国的
に適応 する よ うな 選 挙法 はい まだ 存在 せず ，加 えて これ より以 前 ほ と んど数
一世 紀に わた っ て改 革な るもの が行 わ れなか ったた めに ，そ れ は産業 革命以 後
のイギ リス社会 ，な らびに 経 済 情勢にそ ぐわぬ も のがあ った。 選 挙 者，被 選
一挙者の資格 や議 席 の配 分 は不 合理 であ り，それ らは公然 と売 買 さ れ ，賄賂 が
横 行し ，当然 莫大 な 選 挙費用 を 必要 とした 。 1812年 に はBedford の公 爵に
よ り議 席が32,000 ポン ドで売 られ,  Tamworth で は2 つ の議 席がRobertPeel
卿 に よって132,  000 ポン ドで買 わ れた。 またWycombe ではsinglevote
が700 ポン ドか ら1,000  ポン ドで取 引さ れた 。そ し て1788 年 に ，JohnTownshend
 卿 はDown  升で の選 挙で60,000  ポン ドを 要し た 。 国王 自身 で
さ え もTory 党候 補 者 の選 出を 確実 にす るた め， 選挙 のたび ご とに12,000
：ポ ソドを支 出し た9)。　
か くし て各 方 面 か ら選 挙法 改 正 の要求 がな された に もかか わ らず ， フ ラン
ス 大革命 の影響 を受 け た 社会 情 勢や ナポレ オン戦争 の特 殊事 情平 戦 後の社会
不 安に より数年 間 は イ ギ リス の下 層階 級がはな はだし く経 済的 苦 痛を 受げた7
時 代で， 大 な る展 開 は見 られな か った。 政権 は依然 とし てTory 党が握 っ
ていた が，1822 年 に 党を 牛 耳 っ 七いた 大 立物 で ，同時 に反 ジ ャコバン主義 の
代表者 であっ たCastlereagh 卿 が 自殺した こ とに よ り新 旧交 代 の時 期を 迎
えた。 か くし て1822 年 は過 去 何十年 か にわた ったTory 党 の政 治に 重大な 変
革 を与 えた年 で あ った 。 Castlereagh 卿 に代 わ り自 由主 義 者 であ るWilliamHuskisson,
 Canning,  Robert Peel な ど の新 しい人 物 が 閣 僚に名 を 連ら ね，
もはやTory 党内 閣 は これ まで のご とく厳格な 反ジ ャコバン主義 に沿 った 政
治 から逸脱し た の であ った 。　
しかしな が らTory の性 格 は変 って 乱 選 挙法 は依然 とし て従 来通 りのも
の が行わ れてい た か ら，多 数 の新 興 階 級は直 接 そ の代表 者を議 会 に 送 ること
が 出来な か った。 す な わち 腐敗 選 挙区 制度 の下 にあ っ て は，従 来 の地 主 の勢
力 に対 抗し て 商工業 階 級が 政 治 の表面 に進出 す るとい うこ とが出 来な か った
のであ る。 そし て この ような 事 情か らTory,   Whig の両 党 の関 係は ，こ の9
時 代に極め て曖昧 な ものに な った。 即 ち2 大政 党 の対 立 とい うのは表面 上 の




神を継承した一派で， その代表者はWellington 公爵であった。 これに対
して先に挙げたCanning ，Huskisson などの自由主義がTory 党内の左派
を形成していた。この分離は，後に従来のT.ory 党の形が破れて，保守党と
自由党が出来上る一つの基盤となった10)。 このような社会状 勢に くわえてGeorge




失い，Whig 党が勝利をおさめ約50 年間にわたったTory 党支配の時代は
終焉をつげた。 Charles  Grey イ白を首相（1830年－1834年）とするWhig 党＼
内閣が成立し，このため選挙法改正運動は俄然活発な動きを見せることとな
り,   1830年の秋にはWhig 党により懸案の選挙法改正案が議会に提出され
た。この時には，国民は現在の制度を完全に信頼しているという理由で改正
案の議会通過は阻まれてしまったが，これが選挙法改正を目的とするWhig
党の団結を強めることとなり， これにTory 党のCanning 一派も参画し
自由党の結成に至った。 Grey 内閣には自由主義者が多かったので当然の成ノ
行きとして選挙法改正の任務を負うことなり，労働者階級の支持もあり，自
由党の選挙法改正案は1831年の春，3 月1 日にJohn R リssel によって下院丿
議会に提出された。改正案によれば選挙権は年額10 ポンドまたはそれ以上の





議席が増大した。例えばManchester とBirmingham はそれぞれ2 議席






援助を 得た ことは一 見 不思議 に 思わ れ るが ，当時Cobbett やPlace な どの
労 働者階 級 の代表 者 は， これが もとにな っ て選挙 権が次 第 に 下層 階 級にも及
ぼ され るであ ろ うとの期 待 の下 に ，これ に 極力 賛成 した の であ った12)ソ　
第一 読会 は 賛 否を 挙手 に よ る決定 で通 過し第 二 読 会は1831 年3 月23 日の午
前3 時 までか か り，302 対301 の1 票差 で通 過し， 第 三読 会 も109 票 の大 差を
ほ こる絶対多 数 に より無 事 に通 過し 上 院議会 に 送られ た が，41 票 差 で敗北
し た。6 月24 日第2 回 目の 改正案 がWhig 党 が中 心 とな って提 出し夏 中を
通じ て審 議 され ，つ いに 下 院を通 過し ，9 月21 日John Russell 卿 に よって
上 院に 提出 さ れ，第 一 読会 は通 過し たが ，第二 読 会は2 週間 黙 殺さ れ，1 昼
夜 の開 会後10 月8 日朝 否決 さ れてし まった。上 院 はい まだ にTory 党 の勢 力
は絶大 な るも のがあ った 。 こ の時 め国民 感情 はかつ てない 程 の激 し さを 増し 。
各地に 煽動 や一 揆 が勃 発し た。 Derby で は囚人が 解 き放 さ れ，Nottingham
で はNewcastle 公 爵 の大 邸宅 に火が 放た れ，大 暴 動がBristol で発生し ，
刑務所 は破 壊 さ れ,   town hall や寺 院が焼 か れた。軍 隊 が 要請 され12 名 が死
亡し負 傷 者が生 じた1‰　 ＼　　　　　　　　　　　 ニ　
かか る不穏当 の時 期 の中 で 猶予 はな らず ，第3 回 目 の選 挙法 改正 案が 出さ
れたが 上 院で の劣 勢は 明白 であ った。 ため にWhig 党 思 想に近 か ったWil-liam　4
世 を 動か す こ とに より通 過を計 った が， 周 囲の反 対 に より/実 現せず ，
内閣は総 辞職 をし ， 国 王はTory 党 のWellington に 組閣を 要 請し たが ，
世論 の反 対 と下 院 のGrey 内 閣支持 に 遭遇し ， 再 度 のGrey 内 閣誕生 とな
っ た。第3 回 目の改正 案 が12 月12 日にRussell に よっ て提 出 され， 紆余 曲
折を 経て ，翌1832 年6 月4 日つい に両 院を通 過し ，法 律 化 さ れた のであ った。
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う。陛下 がこ の重要な問題にか んして極度の注意をもって行動す ることの必要を
痛感 され るのは，これ らの 利害に たい する深い 懸念か らである。」　　　　
「不順 な天候に たい して， また立法に よる調整 ないし救済の範囲を超え るそ の
他 の諸原因 の作用に たいして，十分 な考慮を与え なけ ればな らない と考え るこ と
におい て，諸 君も意見を おなじ くす るであろ うことを， 陛下は確信さ れる もので
あ る。」（Thomas Tooke, A History  of Price, and  of  the State  of  the    Cir-　
culaiion, from  1793  to 1856. 藤塚知 義訳［物価史j］第2 巻，東 洋経済新報社，
昭和55 年,   184頁 。）　　8
） 今井登志喜著『英国社会史，下丿 東 京大学出版会,   1953年,   55頁。　　9
』Pauline Gregg, A Social  and  Economic  History    of Britain,    1760―1960,　　　1962,
   pp.  147－150.　!O
） 今井登志喜著，前掲 書,   56頁 。　11
）Pauline Gregg, op.  cit., pp. 153 －154.　12
） 今井登志喜著，前掲書，63 頁 。　13
）Pauline Gregg, ゆ 。虜 。pp. 154 －155.



















らい よい よブ ルジ ョア支 配 の時 代 に歩 み始 めた と言い 得 る のであ る。　
なお こ こに一 言を 要 す るこ とは，改正 法 の通 過 の結 果 ，商工 階 級 の議 会に
於け る勢力 の増大 とな ったが ， これは直 ちに 自 由貿易 運 動一 派 の勢力 の増大
と同視 す る こ とが 出来 なか った ことで あ る。 従 って後年 議会 に於 い て自 由貿
易 運動 が 高潮 に達す るや，彼 らは自 由貿 易議員 の増 加を 計 るべ く大 宣伝を 行
った ので あ るが ，そ の際に 彼 らは この改 正案 の選 挙権獲 得資 格を 大いに 活用
した のであ った15)。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コ
選挙法が改正された1832年までの4 年間は農業不況一 穀物価格高騰





サセックスのル゛イス（Lewes ）に近い グラインド（Glynde ）のリ ョン・ユ。
ルマソ氏（Mr.  John Ellman ）（今日の，最も手広くやっており， 経験もつんでお







































しかしながら豊作に続く当然の結果として穀物価格の下落が生じ,   1835年7









小 麦 価格 の この よ うな 大 きな下 落は ，農業 部門 の困 窮を 訴 え る新 た な苦 情
を引 き起し ，議 会 に請 願 書が殺 到し た。そ し て，次 に示 す の はEngland  南
西部 の　Somerset の 升1の農業 家 か ら下 院議 会に 提出 された た ぐ さ んり 請願
書 の中 の一 つ であ る。 これは農業 を 保 護す る ことが 目的 であ る穀物 法が実 施
されてい る中 で ，農業 階 級 が どの よ うな状 況 であ るか を明 らかに し てい る。
「我 々はかつ て豊 かであ ったTaunton 渓谷 地方 の ジ ェ ン トリ ー， 治案判
事 ，牧 師 ， フ リ ーホル ダ ー，借地人 であ り，我 が名 誉 ある 議会 に恐 れ多 くも
次0 こ とを 請 願い だ し ます。　
悲 惨な農業 不 振 が 我 々の住 んでい る地方に 広が っ てお り， 前 代未 聞 の絶頂
に達し てお ります。 そ し てそ の不 振に より我 が地方 の全 て の生産 物 価 格の下
落が進行 し ，心 配 の 種が毎 日 増大し 続け てお ります。 そ れに 加 え どの地方 に
おいて も まか ない 切 れ ない ほ ど圧 倒的 な税負担を 受け てお り，優 秀 で非常 に
垂要な人民 が 早急 の援 助 もな く破滅 し てお り ます。一 方 では 独立 ヨ ーマ ンは
より多 くの利 益を 享受 し てお ります1呪　
この ような農 業 に おい て3 年以 上 も続い てい る困 窮 の性質 と原 因を 究明 す
るため の特 別 委員 会が ，1836 年2 月8 日 のJohn Russell 卿 の提 案を 受け て
上 下両院に 設定 された 。特 別 委員会 とFitzwilliain 伯 爵 の報告 に よれば丿N 。
作農はあ ま りに 高い 地 代を 支払 ってお りレ この地代 は1828 年 の穀 物法 に基 礎
をおい てい るた め であ るとい うことが 明ち か に されて い る。そ こでCharlesVilliers
に よっ て1836 年3 月16 日に1828 年 のSliding Scale 法 の再 検討を
求 めた動議18)が 提出 さ れた。　1836
年 の農業 不況 は 言わ ば 繁栄 の中 め衰退 であ り／ 穀 価騰 貴を もた らし，1836
年 秋に は61 シ リン ダ9 ペ ン スに達 す るまでに いた った。年 末 には，1835
年 末と比較す る と70 パ ーセ ン ト近い 上昇 を見 た。 この 不況 は や が て貿 易を抑
制 させ，特 にEnglang 北部 で貿易 会社を 倒産 さ せ， かつ て利 益し ていた 労
働 者階 級に も波及 し ， 雇用 の 減少 と食料 価格 の上昇 に より大 きな 損害 を生 じ
さ せ，貧 困を 広 め た。 Sliding Scale 法 に代 って ，小 麦1 ク ォー タ ー当 り13
シ リンダ の一 定 関 税を 採用 す る動議 が1837 年3 月16 日William Clay に よ
って，不況 緩和 の 目的 で議 会 に提 出 された。 しか しそ の動 議は 政 府閣 僚10 人







14）Louis Cazamian,  L'Angleterre moderne-son　evolution, 1911. 手塚りり子，
石川京子訳『近代英国』創文社，昭和48年，57頁。　　　
選挙民は微々たる数字から一躍931,735 名へと上った。議員数は変更されず，
依然として658名であったが， 元来England 513 名，Scotland 45 名,    Ireland　　100
名であったものが，今度はEngland 500 名，Scotland 53 名Ireland 105 名
と変更されている。 かくしてEngland から13名を控除して，8 名をScotland　　
に，5 名をIreland へと増加している。 他の諸変化も大いなるものがあった。
England において議員1 名ずっを選出していた56 の都市選挙区が各自特権を剥
奪され，36の他の都市選挙区は1 名ずつの議員選出に制限されるに至った。然る
に，大都市においてはこれと反 対に特権を与え られたものが多く,   22のものは各
2 名の議員選出を許され，20のものは各1 名の議員の選出を許 されたのであった。
更に郡部選挙区並びに都市選挙区の再編成，郡部選挙区の区分が改めて行われ，
或る郡部選挙区の如きは各2 名の議員の選出を認められるに至 った。　　　
（James Murdoch,   A History of Constitutional Reform,  p. 88・）15
） 北野大吉著『英国自由貿易運動史』日本評論社，昭和18年,   254頁。16
）Thomds Tooke, A History of  Price, and of  the State of the Circulation,　　from
 1793 to 1856.　　　
藤塚知義訳『物価史』第2 巻，東洋経済新報社，昭和55年,   218－219頁。なお
同書には次のような証言もある。　　　
レスターの近くのボウモント・レイス（Beaumount Lays ） のジェソ・エリス







び種子の商人でもあるジェイムズ・ファイソソ氏（Mr. Tames Fison ）にたいす
る審問。「最近の3 年間の小麦の作高は，平年作 よりも犬 きいでしたか丿「はっ
きりとそうです。私は，最近3 年間の小麦の作高を，作高に関連するすべての事




ハデ ィン トン（Haddington ）の近 くのファントソ 。バ ーン ズ（Fanton Barnes)　　
の人で，520 スコッチ・エ ーカーすなわ ち約650 イン グリッシ ュ・コニ,一カ ーの土地
の占有者で あ る=   パ ート・ホ ープ氏 （Mr. Robert Hope ）。「最 近3 ～4 年 のあ
なため収穫 の状態はど うでした が。」「最近 の4 年 間，非 常に よい作 柄でした。」
「作柄 が よかったのは小麦 ですか，あ るい はあ らゆ る種類 のものにつ い て で す
か 。」「概 してすべ ての作物が よい作柄で した が， 小麦 につい ては， 過去4 年 間，
年 々の作柄 が平年 作を大 き く超え るもので した 。」「あ なたがこ の農 場を手に入 れ
たのはいつ ですか。」「私は父を継いだ のです。非 常に 若い時 か らこの農場にお り
ました。 1801年以来です 。」「そ れでは，最 近4 年間 の作柄が， 以前 の年 の平均 作
を大 き く上 まわるものだ った と，あ なたは確信を もっていえ るわけで すね。」「は
っき り上 まわってい ました。」「その前 の3 年間 の平均 が どんなものだ ったかおっ
し ゃって ください 。」「最 近4 年間 の私 の小麦 の作高は， 種子を除い て平均607 ク
ォーダーで した 。これは，145 スコ ッチ・。エーカ ーすなわ ち175 イン グリッシ ュ・
エ ーカ ーの土地 で約657 クォーターの小麦 の収穫 があ ったこ とに なります。」「そ
の前 の4 年 間 め平均 はど うで したか 。」「1828 ，1829,  1830,  1831 の4 年間の私の・
小麦 の収 穫は，お なじ大 きさの土地で，平均 し て約385 ク ォーターで した。」「そ
の平均を 非常に大 きく上 まお った増産は丿 天候 の よかったためで した か。」「主に
天 候の よか ったため です。改良 もわずかな程度で はそ の効果を持ち ましたが，主
としては小麦 の生育に好 都合だ った天候 のためで した 。」（同,   219－220 頁o ）17
）G.   Armitage Smith へThe  Free 一trade Movement  and  its Results,   1908,　p，
59.
18）J.  H.  Clapham,  A.n  Economic  History  of  Modern Britain,  1967,    p. 455.19
）D. G. Barnes, A History  of  the English  Corn　Laws　from　1660 一1846,　　1961
，に よれば234 頁 に この動議は賛成89 名， 反対155 名 となってい る。20
） なかで も目た った活動 とし ては,   1834年Joseph Hume の現 行穀物法の変動税
制か ら固定 関税への変更 を求め る動議 の提 出であったノ 彼 は土 地所 有者に強力に
反 対を表 明したが，James Graham 卿に 「そ の ような法令 は土地 所有者を滅ぼ
すばか りで な く， 国家 までも滅亡に導 く。」と反対 され， 彼 の提案 はし りぞけ られ
てし まった。（G. Armitage Smith, op.  cit., p. 61. ）
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月の平均価格は48シリンダ11ペンス 6 月第1 週には51シリンダを突破し
に上 昇し た。た．ちなみに1 月の平均価格は36シリンダ1 ペンスであった
しかし6 月になると降雨を見，その後の天候もこれまでとは違って収穫期に
至るまですこぶる順調であったために収穫は大した影響を受けず良好であっ




あるとい うニュースが伝わり，12 月には57 シリンダ9 ペンスに上昇した。1836
年から1837年の冬期は大変寒く，豪雪を伴った。 省の天候七順調でなく
収穫は明らかに後退するものと思われた。しかし6 月以後は非常に順調にた








運動は1839 年9 月にManchester で反穀物法協会が結成されるまで生じな




年秋British Association の会議がLiverpool で開催され,  Porter
をはでめとする経済学者も討論に参加した。 Richard Cobden　 も参加して
お り，会合の後彼の友人である　Henry Ashworth に次のように語った。
「我々は何をなすかお教えしまし ょう。 我々はManchester 商業会議所に
穀物法廃止運動を進めるにあたっ七，一役買ってもらうのです。」
Sliding Scale 法から反穀物法協会設立への過程　　63
1838 年2 月Cobden は運 動を活 発に 進 め るた め にManchester 商業会 議
所 の説 得を 試 み た。会 議所 はす でに 穀物 法 に対し 反 対 の異議 を 唱 えていた が，
し かし そ れだ け で も う一 歩進 んだ段 階 には 進展 し てい なか った。 1838年8 月
江小麦 価格 が77 シ リンダに 達し てか ら， つい にLancashire とYorkshire
で熱心 な穀物 法 反対 活 動が生 じ てきた2‰ ここ に本 格的 自 由貿 易運 動の出 発
点 とし て のManchester 反 穀 物法 協会 が1838 年9 月24 日に 組織 され，翌1839
年3 月20 日を も って各地 の団体を 統 合し て 「反 穀物 法 同盟」 力1結成さ れ
た のであ った 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（1982年8 月3 日）
注
21）D. G. ・ Barnes, A History of  the　English Corn   Laws　from　1660 一1846,　pp.
，233－234.22
）Archibald Prentice, History  of  the Anti-Corn 一Law League, 1968,   pp.49－
50.
23）F.    W.   Hirst,   Free　Trade　and　Other　Fundamental　Doctrines　of　the　　Manchester School,
 1968,   p. 139.
本稿は昭和57年度，第22回日本貿易会全国大会にて報告したものに加筆し
たものである。
